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2Qp- 3　　被服デザイン教育が感性育成におよぼす影響について（第２報）

　　　　　　　　長崎県立女短大　○庄山茂子　　　奈良女大生活環境　今岡春樹

　【目的】科学技術の進歩や社会経済の発展に伴って，人々の価値観や生活様式も多様化し

てきた。このような社会では，消費者の衣生活に対する欲求や要求が量から質へ，質から
感性へとより高度になってきている。このような現状での被服教育におけるデザイン指導

では，美的な感性を育成することが重要である。本研究では，短大におけるデザイン教育
を評価することを目的とし，短大生の入学時と卒業時にデザイン感覚に違いがみられるか

感覚テストを実施して比較検討した。第１報（長崎県立女子短大紀要第4 2号）では，異

なる母集団での比較を報告した。本報では，同じ母集団で比較した。

　【方法】コンピュータ支援による感覚テスト問題を45問作成した。短大生4 7名を等質

に２グループに分け，入学時にデザインの基礎について学習を実施した。グループ分けに

ついては，コンピュータ支援による学習と教科書による学習グループである。教科書は，

コンピュータ支援による学習と同じ教科書を作成し使用した。学習直後（A学時）の感覚

テストの結果と卒業時の感覚テストの結果からデザイン指導を評価した。

　【結果】感覚テスト得点の平均値は卒業時の方が高く，平均値の差に関するＴ検定では，

入学時と卒業時でグループ間に有意差がみられた。分散に関するＦ検定では，特に有意な

差はみられなかった。クラスター分析と数量化Ⅲ類によるテスト問題の分析の結果，卒業
時の方が各問題の正答率が高く，しかも誤答の問題のパターン数が少なく，基本的な問題

の誤答も少ない傾向にあることが明らかになった。特に，この結果についてはコンピ―

タ支援による学習グループの方が教科書による学習グループより顕著である。

2Qp－ ４ 服飾絵画にみる服飾形態の比例について

　　　　　　　　　　大妻女大家政○金高薫　吉岡　徹

　目的　バロック・ロココ時代は、現代とは異なり誇大、過度とも思える服飾形態が好ま

れ、それが美意識として持てはやされていた。一見バランスのとれていないこのような服

飾形態が流行したその原因はどこに有るのか、そしてそこには何かしらの共通の美的要素

としての規則性が示されるのだろうか、今回比例解析で、この特徴的な服飾形態の美意識

について当時の服飾の様相を描いているファッション・プレートより考察した。

　方法「Galerie des modes et costumes fira？is（1778-1787）」全IV巻のファッション・

プレートより女性の服飾の描かれているものの中から服飾形態の全体像が解り易く描かれ

ているものを2 8点を選出、各々の服飾形態についての全体、各部分について、面積比・

長さ比を黄金比、ルート比を用いて算出し比較検討した。

　結果　面積比・長さ比共全体、各部分に、黄金比が最も多くみられた。前者においては、

スカート比で、黄金比が６０％強を占め、√５矩型が目立った。全身比には、√８の値が

最も多く、5 7％強を占めていた。また、後者でも縦比、横比に黄金比が多くみられた。

以上の結果、バロック・ロココ時代の一見無秩序にもみえるこれら服飾形態において美意

識を含有した比例が伺えた。
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